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祝 第 11回 中国高等学校バ ドミントン選手権大会

日本バ ドミントン協会検定合格
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挨 拶

日本パ ドミン トン協会 会長

本 田 弘 敏
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このたび第10回全日本教職員パ ドミン トン選手権大会が岡山市にかいて開催されますことは誠に

喜びにたえません。本会を代表 して心か ら関係各位に対 しお祝いと感謝を申しあげ■す。

ご承知のとかり,日本バ ドミン トン界 も近年驚異的躍進ぶ 夕を示 し,一昨年世界女子パ ドヾン ト

ン選手権大会において,再度チャンピオンの座を獲得 したのをはじめ,世界の檜舞台に輝かしい業

蹟をたしとげてまい夕ました。また,国民各層のパ ドミン トン人口も年々増加しつつある今 日.本

大会が盛大に開催されることは誠に意義深いものがあると信 じます。

而 して,これらの躍進の原動力である生徒,学生の指導者である皆様の精進,研究のた■もので

あることは申すまで もあり■せん。 この意味からの本大会の成果によせる各方面の期待は大きいも

のがあると信 じます。日頃の実力を充分発揮されんことを祈って止みません。

終 りに,本大会開催にあた り多大のご尽力を賜わ夕ました地元関係者各位に対 し深甚の謝意を表

わしてご挨拶 といたします。
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拶

日本教職員パ ドミントン連盟 会長

栗 本 義 彦

第10回全 日本教戦員パ ト・ミン トン選手権大会が岡山県の関係各位

の絶大なるご尽力によりここに全国各地よ夕多数の参加をえて創立

10周年記念大会が盛大に挙行されるにあた クー言ご挨拶申しあげ■

九

申すまでもなく,近年のパドミントン競技の発展はめざましいものがあ ります。幸いにしてこの

大会は全国の指導的地位にある諸氏の相会するものであり,自 らその技術を競い合うとともに本競

技を広 く国民各層に理解を深める大会であると信じます。この大会の成果は,明日の日本パ ドミン

トン界の前進に貢献するところ大なるものがあります。

参加されました各位におかれては,本大会の意義を充分ご理解され,日 頃精進され■した実力を

十三分に発揮されることを心より念願いたします。

終 夕に本大会の準備万端を整え,大会遂行のため多大のご努力,ご協力を賜わ夕ました地元関係

各位に対して深 く敬意を表わします。

あ つ

岡山県教育委員会 教育長

小 野 啓 三

第10回全日本教職員パ ドヾントン選手権大会が岡山で開催される

にあた り心か らお祝い申しあげます。

国民の健康と体力が切実に重要視されている今日.競技としては

世界のレベル■でも発展向上を示 しているパ ドヾントンは,余暇活
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動としても国民に規し■れています時.全国各地から指導者としての数職員の皆さんをお迎えし大

会が開催されますことは誠に意義深いものがあると存じます。

どうか,選手の皆さんにおかれましては,日 頃鎮磨された力と技を遺感なく発揮され健闘される

よう顧って止みません。

終夕に,役員ならびに関係各位のご尽力に対して,深 く敬意と謝意を表わして,私のあいさつと

いたします。
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■ ■ 歓 迎 の こ と ば

ヽ 岡 山 県 知 事

岡 山 市 長

加 藤 武 徳

私たちの岡山県は,東瀬戸広域経済圏の中核としてたくましぃ躍動を続けておりますが,ス ボー
ツ振興を通 し,青少年の腱全育成 .体力づくりを県政の重点施策として強力に推進しており■す。
こうしたときに,全国各地で選手として,ま た指導者としてご活躍されています皆さんがたをお迎
えして,卓越 した力と技を存分にご披露いただくことは,■ ことに意義深いものがあり,県民に多
くの感銘を与えるものと存じます。

競技にのぞんで皆さんには,平素麟唐された技量を発揮され,最後までペストを尽〈して健闘され
ることを祈 つてやみません。

終りに, この大会のご成功とこんこのご発展を急願して歓迎のことばといたします。

歓迎 のごあいさっ

V

岡 崎 平 夫

第10回全日本教戦員バ トミントン選手権大会が岡山市で開催され

ることを心から歓迎申しあげます。

岡山は古 くからパ トミン トンの盛んなところであり, このたび全

国から選ばれた強豪をお迎えすることができますことは,非常な光
栄であ ります。

参加されるみなさんは,日 頃鍛えられた技 と根性を十分に発揮され,悔なさ健闘を祈 ってやみ■
せん。

なお,折角の来岡の機会であ りますので,夏の吉備路の風土 と味覚 も十分にご観賞いただきます
ようお願いいた し■す。
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第10回全日本教戦員バ ドミントン選手権大会が岡山で開催される
にあたり,県民を代表 して心からご歓迎申しあげます。
いまやバ ドヾントン競技は,体力づ くりやレク リエ~シ ョンとし
て広 く親 しまれ,若 々しぃスポーッとして驚異的な普及発展を送げ
ており,こ の大会 も回を重ねること

`′

こ■すます盛大になってお り■
すことは,■ ことに喜ば しい限 りでございます。

「

:

_麗



歓 迎 の こ とば

岡山県バ ドミン トン協会 会長

中  村    健

気候と果実にめ ぐまれた,岡山市に全国より選ばれた教職員の精

鋭 200余 名をお迎え して,記念すべき第10回全日本教戦員パ ドミ
ントン選手権大会を開催する事は本県のパ ト・ミントン界にとつても

誠にようこびにたえない次第でございます。

最近,国民の体力づく夕が強調されております今日,パ ドミントン競技は最適のスポーツである
と確信してお ります。本県では比較的早〈よ夕普及した種目ですが,年々バ ト・ミントン人口の増加,
特に中学・ 高校での競技者の増加している折柄,本大会を開催することは誠に意義深いものがある
と信 じ,本協会としましては無:上の光栄に存する次第でございます。
参加されました選手諸氏には,酷暑の数日間を平素鎖磨されました技と力を充分に発揮され,選
手として次代を負 う青少年の指導者としてブレーを示され,底辺拡充に大いに貢献されることを念
願いたし,数迎のことばといたします。

あると信 じています。最近特に中・ 高校での競技者の増加はその指導者である教職員の力が大であ

ると思います。 このような時期に本大会が盛大 に開催されますことは,誠にご同慶にたえません。

選手の皆様,日 頃麟磨された技備を十分に発揮され最後までベス トを尽 して健闘されtす よう析

ってやみません。
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岡山県教職員バ ドミントン連盟 会長

川  上  亀  義

全国各地 より多数の数職員精鋭選手諸氏をお迎えして記念すべ き

第10回全日本教職員パ ドミントン選手権大会が墓々しく開催される

にあたり心 よりご歓迎申しあげ■す。

パ ドミントンは老若男女を問わず家庭に職場に最適のスボーンで

麒ν



JEF10年 のあゆみ

1961年  日本教 職員バ ドミン トン違盟 (JEF)結 成 され る。

終戦直後,日本パ ドミントン協会が創設され, 20年余経過した今日,わが国のパ

ドミントンの普及発展は目覚しいものがある。しかし,今日の発展は,全国各地で地
道に努力してきたわれわれ教職員指導者に依るところ大であると自負するものである。

「全国の教職員が一体となり日頃の研究や体験をもち寄つての研修の場と組織をつ〈

ろう」との声は・ 1956～ 7年頃から各地であつたが,特‐に,東京都致職員連盟
(JEF)や 当時の「同好の志の集い」であったBFC(3■ rd Frュ onds Club)
の間に活発化し,彼等は,研修旅行を各地に展開し,着々とその基礎固めをしていた
ようである。勿論, これと時をFo]じ くして全国各地に教職員の全国組織の必要性を唱

えて活躍 していた篤志家は多かった。

時に, 1961年,日 本協会の新理事長森友徳:鳥蔚氏は意欲的に協会の機構作りに
奔走し,折から胎動 しつつあつたわが教職員連盟に対し,積極的にその労を惜しまず
協力され,この年の 9月 30日遂に本連盟ハ誕生したのである。 (同 10月 7日 の日
バ臨時総会において正式に承認さる )全国各地にある先達者諸氏の営 孔々々たる努力

が遂に実つたのである。われわれは,われらの組織を「 日本教職員パ ドミン トン連盟」
と名づけた。会長に栗本義彦氏 (日体大学長 )を推戴,平日登志郎氏 (当時文京第二

中学校教諭 )が初代理事長に就任した。

1962年 第 1回 全国教員大 会東京に開 く。

第 1回 全 国指導 者研修会が 同時 に開 催 さる。
第 1回全国教員大会は,東京都文京区立第二中学校体育館に於いて,北海道,秋田,

栃木,群馬.千葉,東京,静岡,岐阜,石川,大阪.岡山,山 口,熊本の 13都道府
県からの精鋭,男‐子S38名 , D19組, 40S2名 , 30S9名 , 30D5,縫 ,
女子 S3名,D3組 ,M■ X3組の間で競われた。
第 1回全国学校体育指導者研修会は第五次日本協会指導者研修会として東京で開催 ,

高倉正治氏 (日 本常務理事 )か らパ ドミントンの国際関係について.今井先氏 (二階

堂高校教諭 )か ら「競技規則と大会運営規定」について,半田登志郎氏 (JEF理事
長 )か ら「中学校におけるバ ドミントンクラプの現状と展望等」について解説や講義

討論が展開された。■た,将来 JEFの二人事業として全国教員大会と全国指導者研
修会が毎年おこなわれることになった。

向,こ の年に「
′` ドミン トン俸育」(の ちの連盟機関誌 )が創刊された^

ー

V
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1963年 第 2回 全 国教 員 大 会 群 馬 に 開 催

群馬県桐生市市立商業高校 と桐生高校を舞台に開かれた。群馬県協会の積極的な協

力を得,女子の参加が増える。前回に加えて新潟と神奈川の両県が参加,可成 )盛況

であった。

男子 S39名 ,D22組 ,50S3名 ,50D2組 .40S3名 ,40D2組 ,3

30S13名 , 30D6組 .M■ xll組 .女子 S14名 , D5組。

1964年 第 3回 全国教員大会二重に開催
二重県伊勢市県立体育館に於いて開催。参加県はのぺ 18都道府県,この大会の特

徴は多〈のニュー′ェイスが登場したこと。男子に渡部,永井 (新潟 )酒丼 (大阪 )

佐藤 (青森 ),女子には高木,天野 (岐阜)小勝 (栃木 )な ど各種目にわたって活躍

し,:会の内容を充実させた。この年高木,天野両選手はユーパー杯候補選手に選ら

ばれる。また,伊藤基記氏(熊本 )は社会人大会40オ単に十連覇の偉業を成し遂げ

た。

1965年 第 4回全 国教 員大会大分 に開催

大分県日田市県立日田高校と昭和女子高に於いて開く,こ の回から従来の種目に団

体戦と女子個人戦単複が加わる。参加はのべ20都道府県,男子団体戦出場は秋田.

千葉,東京,富山,岐阜.大阪,岡山,愛媛,熊本の 9都県,男 S46名 ,D22組 ,

50S4名 ,50D2組 , 40S4名, 40D2組, 30S17名 , 30D8組

女子S3名 ,Dl組,M■ x4組と女子勢は淋しかった。初団体戦的は岡山県が優勝。

1966年 第 5回 全 目 教 員 大 会北 海 道 に 開 催

北海道札幌市体育館において開 く,冬季オリンヒ・ックを期 して活況を呈 していたこ

の地での大会は,いやが うえに も熱気を帯びていた。特に地元北海道は男子団体 5チ

ームを編成 してンヽ シスル。 この年は,日本女子チームが世界選手権大会に初出場 し,

十年不敗の米国チームを 5-2に 降 して初優勝 した輝かしぃ年でぁる。当時この模様

をUPI英文毎日は次のように伝えている。

一  日本女子チームは,今夕 (5月 21日 )初参加のユーパー杯 戦に優勝 した。チヤ

レンジ・ラウンド七試合中,五試合 目にして日本は選手権保持国アメリカから4-1

の リー ドを奪い勝利を決定 したのである。ジエーデ 4.´ ノ`ン‐マンをス トレー トで

撃砕 した高木主将の堂々たるブレー展開に,勇躍 した日本チームは続 く二試合 もそれ

ぞれス トレー トで破り, 3-0と シングルスに完勝 した。ハ ッシュマンとジ ョーンズ

の老巧なペアは トツプ .ダ ブルスに打 ち勝って,ア メリカの望みをつないだが,日本

-7-



の第ニグブルス天野,高橋組がジエンセン ,パ リナガ組をフルグームの末破 り,この
望みを断 ち切った。第一グームを落した日本ペアは第ニゲームでは全 ぐ戦法を変え,

この息づまる試合をものにしたのである。 トノノンングルスて´ヽ ッシュマンは高木を

破るため自己の知る限 りのブレーをしたが ,日 本の高木主将は,すばらしい調子を維
持 し,頭脳的な変化と鮮やかなドロッフシヨントにより´ヽッシユマンを右往左往させた 一
0団体戦の編成について変更案が執行部 より提案,可決。それによると従来の団体戦は
編成方法に年令のわ くを決めてあったが,それをなくそうとい うのであるで、即 ち年令
に関係なく団体を編成,2復 3単 (単複兼ねても可 )と する。 レベルアップした団体
戦をとい うことである。更に成壮年団体戦が新 しい種日となることに決定。

0パ ドミントンの国勢調査をおこなう。

日本 バ ドミン トン協 会 登 録 者 数

一般 50 51 言十

7299
40 1.911
217 9.210

大学 1年 2 年 3  ∠
「
4 年

`il
633 398 37` 368 1.773
330 208 195 191 924
963 606 569 559

男

女

計

中学 。高校・ 高専パ ドミン トン部 員 数

平 均
部員数

43.1

0関東教職員連盟 (KEF)発 足,初代連盟理事長に遠井稔男氏

1967年 第 6回 全 国 教 員 大 会 富 山 に 開 催
万葉の景勝地富山県高岡市県立高岡高校 と県立高岡工芸高校の両会場で行なわれた

が今回から成壮年団体が加わ り参加者は空前の数にの′tり ,参加県 20都道府県 ,
男子団体 20チーム,女子団体 8チーム,成壮年団体 9チーム,男 S77, D40組 ,

50S2名 ,50D2組 ,40Sll名 , 40D6組 ,30S37名 , 30D23組 ,

女子 S18名 ,D12組 ,Mユ X17組 が激戦を展開 した。
0「パ ドミントン体育」本連盟の発行に移行,責任者子田理事長。「パ ドミントン体育」
も第 13号を教え名実ともに本連盟の機関誌として内容 も充実する。
05専門部設置される。 JEFの運営をより|ヒ率的にす めゝるため,普及部,指導部 ,
審判部,編集部,事業部の 5専門部が設置された。 これら専門部のもとに10プ ロック
理事を置 き,運営に協力するという態勢が整 う。
。従来独自で開催 してきたJEF研 修会をロパの研修会と合同で行なうことに決定
OJEF加 盟県 24に増加

V

男
|

女 ●十 部  数

中学 12.299 28,947 41.246 956 98 1.7

高校 14.858
133
17.290

21.520
6

36.378 1.364 29.2
高専

計

139 182 1.5

50.473 77763 2.326 161 2.2 33.4

26.7
23.2

部
設置

V

2 5ul 3 orF 40'以 ~ド
3.633 1.644 1.281 564 177

女 1.498 238 112 23

計 5.1 3 1 1 l s82lr.3e3I s8z
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Oン ャトル .コ ックの斡旋は じめる。連盟事業部では,水鳥シャトルが全国的に使用さ
れるようになったが入手困難な地方の方々のため,シヤ トルをなるべ く廉価で斡旋 し
ようと考え,業者の協力を得てこれを実施 した。
0近畿教職員連盟 (KEF)発 足 初代理事長に宝来敏大氏
0全国指導者調査おこなう
パ ドミントン技術を指導できる教職員数  (昭和41年生)_

zp + lzetxT lao-.; las=;' as=t lso=.i 51以上 計

男  子 1.210 2.344 2.587 1.686 800 346 471 9.444
3.731

13.175
女 子
計

1.239 847 682 546 264 94

2.449 3.191 3.269 2.232 1.064 44() 530

小,中 ,高,及び高専において実際にバ ドミン トン技術を指導されている教職員
について調べてみた。
これに [れば,男子は 50か ら35歳 までの先生が最 も多〈,女子はやはり,
2J歳以下でピークがみられる。 筒,合計15■ フ5名に及んでいる。

1968年  第 7回全 国教 員大会大 阪 に開催 (第二回成壮年団体 )
大阪市立体育館に於いて開催,参加県は21都道府県,団体男 18チ ーム,女 8

チーム,成壮年 10チ ーム,男 S75名 D38組 , 50S2名 50D2組 40S9
名, 40D7組 , 30S31名 30D17組
女S19名 ,D9組 ,M■ x15組
。ユーパー杯監督に今井氏,コ ーチに毛利氏就任

明年 ,東京で行なわれるユ杯防衛戦の監督に今井先氏,コ ーチに

毛利清志氏が就任,選手は選考の結果高木紀子,天野博江両嬢

(本連盟関係 )がえらばれ,防衛態勢が整 うo

oJEFマ ーク公募 本連盟を象徴するいわゆるJEFマ ークをつ

〈ろうと執行部の間で検討 していたが,「バ ド体」を通 して公募

することになり,下の 4点が住作となる^

1969年  第 3回 全 国教 員 大 会 埼 玉 に 開 催 (第 3回成壮年団体 )
埼玉県上尾運動公園体育館に於ぃておこたわれる。参加県 23

都道府県.団体男 22チ ーム,女 9チーム,成壮年 loチ ーム,

男 S74名 ,D35組 , 50S4名 , 50D2組 , 40S15名
40D7組 ,30S37名 , 30D21組 ,

女S30名 女D15組 ,M■ x15組
0ユ 杯初防衛 な る 第 5回ユ杯争奪選手権大会は四大ノーンの勝

者英国・ 米国, インドネシア,タ イとの間で争われ予想以上にィ

ンドネンアが強〈,楽々と挑戦国としてわが国の前に立ちはだか

った。しかし,日本チームは高木主将を中心に,必勝の布陣てこ

のインドネシアを一蹴 し,初防衛に成功した。

1970年  第 9回 全 国 教 員 大 会岐 阜 に 開 催 (第 4回成壮年団体 )
岐阜県民体育館に於いて開 く,参加県 23都道府県,団体男子
21チ ーム・ 女子 9チーム,成壮年 10チ ーム,男 S102
D46 50S5 50D2 4oS16 401)7 30S38
30D17, i女IS 2 4  D10  50S2  50Dl M■ x14

と過去 8回中最高の参加者で熱戦が展開された。

。今井先 .毛メ1臓き,高木紀子 ,天野博江の 4氏表彰をうける。昨

年見事ユ杯を防衛した上記四氏は教職員連盟より表彰をうける。

O成壮年団体 11賜S日本バドミントン協会の正式種日とをる。
-9-

小泉氏作品

高木氏作品

湯村氏作品
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日
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吉岡氏作品
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大 会 役 員

長

間

会

顧

誉

誉

名

名

日本パ ドミン トン協会々長

文   部   大   臣
岡 山 県 知 事

岡 山 県 教 育委員会教育長

岡   山   市  長
岡 山 市 教 育委員会教育長

日本教職員パ ドミン トン連盟会長

日本パ ト・ミン トン協会副会長 敏

調

兼

正

田

下

広

松

敏

郎

徳

三

夫

夫

彦

郎

衛

郎

弘

〓

武

啓

平

輝

義

四

徳

豊

田

見

藤

野

崎

波

本

岡

友

田

本

高

加

小

岡

難

栗

村

森

宮

大 会 会 長

大 会 副 会 長

日本教職員パ ドミン トン連盟副会長 美

先

一谷

井

神

今

郎

記

一平

基

上

藤

村

伊

ー

ヽ‥′

一

平

韓
　
　
　
　
　
義

島
　
　
　
　
　
井坂

大

雄

勇

茂

健

義

文

亀

田コ

田

林

村

上

‐

河
小
中
川
郵徳
長

葉

会

松

盟

‐長

連

‐

会
　
ン
　
郎

会
　
卜
　
三

協

ン

源

ン
　
ヾ

山

ト

　

ド

自

ン
　
パ

ミ

員

ド

　

餞

二

パ
奏
を

県

県

山

山

渡

岡

岡

石間

　

与

顧
　
　
参

大野 正雄
角田 賢三
浅野喜代治

日野 貞夫
和田 吉弥
織田 喜一
今井 鎮雄
天野 辰雄
入交 庄子
荒木  実
佐藤 玄一
難波田俊雄

村上  健
安西 武二
久保田宇作

小原 洋美
高山 道喜
信近 高雄

富原 秀臣
地崎宇二郎

小関 三郎

市川 十郎
上条 密門
宮下 与吉

永末 英一
原  立市
藤井 二男
藤田 義光
大野 米蔵
和田  寿
二十里光秋

東  信一
牧野 建夫
天野 鎮一

村尾  隆
森  霧吉

菅原  弘
須郷光太郎

小島忠左衛門

滝口  進
矢部 喜一

九鬼 絞七

日原 又蔵
林  義郎
森  浚雄
中村英太郎

松本 弘充

水川富貴男

伊藤 一郎
笠原 ―男
杉[B  博
伊豆  晃
花岡 太郎
村山  寛

山本称二郎

額賀  修
小口 政雄
後藤 銀二
藤田 庸右
加藤 義孝
係田 道海
秋吉  昇
米丸 芳男
松田 竜―
松本  一
松岡 正雄
戸田 金一
清水 芳隆
北村 宏一
久保清二郎

巽  盛三

松僑 藤吉

′」繰   貢
市鳴智三郎

金森 藤平
野島 一翁
中尾 喬一
俊成  薫
梶原 景光
稲福 盛輝
乾 英二郎
川西 正己
宗石 博信
近藤  満
山田 悌二
宝来 敏夫
広岡 敏孝

武野 員輔
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大 会 委 員 長

大会副委員長

大 会 委 員

総 務 委 員長

総務副委員長

総 務 委 員

式 典 会場 係

救  護  係

報  道  係

端 昇 市

宮 淳 宏

田 登志郎

利 清 志

伊藤 鉱一

内藤 安雄

秋元 信一

榎本 彦次

佐 々木隆夫

青木 昭二

里見 光徳

鈴木 忠雄

玉手  庸

内多小五郎

吉村 節夫

植田 博宣

東田多美男

小泉 直坦

関根 義雄

杉山 重利

本郷 節生

高 倉 正 治

日本パ ト・ミントン協会理事長     りII

日本パ ドヾン トン協会風理事長    ′1ヽ

日本教職員バ ドミン トン連盟理事長  平

岡山県パ ドヾントン協会理事長    毛

相場 清一  五十嵐正信  伊藤 基記

岡村 英男  菊地 利明  佐藤 芳朗

上原 正士  小飼 栄一  松本 弘充

並木万次郎  金子 幸雄  後藤 忠弘

増田 保夫  山本 邦彦  内田 正博

渕岡  武  中島 寿穂  渡辺 成雄

村岡 員ll章  和田  寿  増井 益二

鈴木 信夫  加藤 三夫  福田  武

板垣 隆房  野中 正稔  大須田良作

田村  博  小出沢 悟  塩川  甫

伊豆  晃  松尾 良行  吉田健二郎

寺田  寿  倉光 忠雄  阿部 淳美

浜中  誠  新見 泰志  り‖島 一郎

丸山 嘉久  日高  壮  イ中村 寛市

遠井 稔男  池田/昌道  小泉 仲坦

藤田 正男  岡田 保己  西崎 正明

小林 亀太  吉持 節夫  佐藤 紘一

岡山県パ ドミン トン協会事務局長

日本教職員パ ドミン トン連盟常任理事

岡山県パ ドミン トン協会理事

小原 健吾  小松  貴

高田 浩二  大賀 邦博  三村 良夫

岸本人恵子

岡本 武利  虻江  優

市崎智二郎

牧野  武

吹田 修一

布引 修二

高橋 重夫

石原 幸雄

桐竹  賢

竹内 光雄

大里 俊一

帆見 願一

市村  修

穐山 正雄

柿本 修宜

石井  仁

坂手 卓資

毛利 磯子

山 上 周 之

小泉泉 直 坦

大 月 史 郎

-11-

岡本 次郎  生田 裕子



競 技 委 員 長

競技副委員長

競 技 委 員

進 行 放 送 係

記  録  係

シ ヤ トル 係

審  半」 長

副 審 判 長

審  半」 員

受 付 接 待 係

補 助 員 係

補  助  員

村 英 男

田 昌 道

崎 正 明

万次郎  里

正 夫  保

修 二  石

勝 広  横

坪田久仁子

武 文  佐

原 幸 雄

井 昇 治

尭 敏

勝

幸子

徹

次郎

信美

香美

道雄

信作

妙子

水口  薫

市原 修二

井山 公史

小崎真理子

守屋 研二

田中 博明

塩見 真理

河野 弘子

日本パ ドミントン協会常務理事

日本教職員バ ドミン トン連盟常任理事

岡山県パ ドヾン トン協会理事

相 場 清 ―  市 嶋 智二郎  並

堺  栄 ― 中 島 薦 喜 小

木 村 太 士  森   誠之助  市

吉 田 孝 子  西 尾 菊 栄  小

秋山 忠 1ツ] 山本  誠a, 延原美和子

中 村 宏 美  三 木 福 一  蒲

日本パ ドミン トン協会理事

日本教職員パ ドミン トン連盟常任理事

岡

池

西

木

寺

原

橋

生

石

竜

見

坂

田

田

戸川

藤

光

佳

雅

佳

徳
　
人
　
子

紀

直功

滋

岡山県パ ドミントン協会理事       柳 本

岡山県パ ドミン トン協会理事       二 宅

―木 高一  角南正太郎  山崎 和彦  松本

内田 公樹  山田順一郎  生田 裕子  黒田

片山 雅博  丘  英子  難波 達郎  岡本

住江 品子  日神  実  坪田 邦治  藪野

河田 精―  古谷 司郎  丸山 和子  金子

工原 忠正  岩崎 文子  福池 厚子  秋山

蜂谷 京子  青木 常子  広江  渉  高原

山下 玲子  平田  仁  岡  浩―‐ 板谷

上野 輝治  芳上 一男  田丸 勝己

橋 本 千代子  青陵 女子 (2名 )

小河原 東 イ山  中 村 幸 雄

山陽女子高等学校パ ドミン トン部員 (10名 )

水島工業高等学校パ ドミントン部員 (12名 )

倉敷工業高等学校パ ドミントン部員(12名 〕

天城高等学校パ ドミン トン部員  (12名 )

倉敷青陵高等学校パ ドヾン トン部員 (`名 )

倉敷中央高等学校パ ドミントン部員 (8名 )
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大   会   日   程

1.1月

(|,

(2)

(ヽリ

(1,

(5)

11,

(7,

開 閉 会 式 式 次 第

会  式   8月 9日 倒汗 前 8時 間山県営体育館・ IM山 武道館・ 岡山大学体育館

選 手 役 員 整 列

淵  式  通  告   大 会 総 務 委 員 長     山 上 周 之

昂  会  宣  言     蘭山県教職員バ ドミントン連盟会長   り|1 上 亀 義

「 君 が 代 」 斉 唱

優 勝 杯 返 還

会 長 ぁ ぃ さ つ     日本致職員バ ドミントン連盟会長    栗 本 義 彦

祝        辞     岡山県教育委員会教育長        ガヽ 野 啓 三

岡山県パ ドヾン トン協会会長      中 村   健

選 手 宣 誓  選 手 代 表

審 判 長 注 意   大 会 審 判 長     石 原 幸 雄

閉  式  通  告   大 会 総 務 委 員 長     山 上 周 之

役 員 選 手 退 場

(8)

(9)

uo

OD

2.閉   会

(1)選 手

(2)1月

(3)成

(1, 表

(5)あ

t6, 閉

(7)開

18, イズ

役 員 整 列

式  通  告

績  発  表

彰

い  さ  つ

会  宣  言

式  迪  告

員  選  手

式   8月 12日い)(競技終了後 )

大 会 総 務 委 員 長

大 会 競 技 委 員 長

日本教職員バ ドミントン連盟会長

1司 山県教職員パ ドミントン連盟会長

大 会 総 務 委 員 長

解        散

山 上 周 之

岡 村 英 男

栗 本 義 彦

川
~上 亀 義

山 上 周 之
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)K‐お待たせいたしました
ラケ ットの 名 門 カ ワサ キが 、遂 に水 鳥 シャ トル の
生産 を開 始 し ま した。

選 び抜 かれ た 16枚 の 美 しい羽 毛
―
エ リー ト シ リー ズ

を ご期 待 くだ さい。

河 崎 ラケ ッ トェ 業株 式 会社
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試 合 時 間 表 (第 1日 …岡山県体育館 )

には決勝戦
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プレーに精彩を放つユニークな《タイガー .バドミントン′

足が軽く動く専用シューズ ノ

Y l,300.★
・り・イス|・21 5～ 27.5

し

`ι

C

「

くし

く _

`_ t
t・

ヽ

■

″
サ



‘
■
■
Ｕ

‘
■
■
Ｕ

■
■
■
Ｕ

‘
■
■
Ｕ

河崎ラケットエ業株式会社

東京都台東区台東 2-28-5
TEL(33!)-9!61-4・ 1804

カワサキの技術が冷酷なまで

に、計算 し尽 くした結果、世

界最高のステール、 トルーテ

ンパーの使用でイチ ョーを短

か く、シャフ トを長 くしまし

た。その為に柔軟性・弾力性

がつき=rン ト
ロールは抜群で

す。又ラケッ トの頭部を軽 く

し、先軽に したために、ラケ

ッ トは軽 くな り、バランスが

よく、大へん振 りやす く、ス

ピー ドは最高です。グ リップ

サイズは他 メーカーにない独

自のグ リップサイズ(三種 )に
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M T→ 一般 男子団体
L T→ 一般女子団体
oBT→ 成 壮 年 団 体

MS―一般男子単
LD→一般女子複
LS→一般女子単

30D-30オ 以上複
30S→ 30オ以上単
40D-40オ 以上複
40S-40オ 以上単

50D-50オ 以上複

50S→ 50オ以上単
MIX→ 混  合  複
匡量決勝戦

1.団体戦のオーダー用紙は,′ イム・テーブルにある試合開始時刻より20分前迄に提出して く
ださい。

2.試合進行状況により,コ ー トおよび試合時
“

日]の変更されることがありますので,場内放送に十
分注意 してください。

3.男子団体戦 と 女子団体 戦 は勝敗決定後の試合
`iお
こなわない^

4.個人戦において試合終 了後・ ひき続いて次の試合をしたければいけない場合は最低 15分の体
憩をとります。

5 グーム・オールの場合のインターパルは, 5分間とします。

競 技 上 の 注 意
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テクコンクが冴,える

ガット有効面のび勧り
_ヽ′

くパドミントンを科学する〉ヨネヤマのラケットは、ガット

の有効面積が、広 く設計されている。だから、どこで打つ

ても、シヤトルを鋭 くとらえる。テクニックが、
'牙

える。

狙いに、くるいがない。シヤトルとラケットの、一瞬の

出違い。この一瞬を、科学 した結論です。ヨネヤマは、

カンと経験だけを、頼りにはしません。あくまでも科学的

に、探 ぐり、割りだして、ラケットを造っているのです。
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カッコイイ銀色のラケットこη / ARLTON

世,最高ニカアルトンステールラケット
87(ス リーボイントセブン)V5.300(フ レームのみ)

,0(ス リーポイントナイン)V4,300(フ レームのみ)

キヤリーセブン

Y2,500(フレームのみ )

Y3.000

(ガット、カバー付 )

保証期間  6ケ 月

“
盤奎 __型£■_7[環干
  :0.000本

在東京実業団、高校、

中学校で人気ネ中〃

姉妹 品 (格安 )

′
~~~' ,

こ″7∠
V2.00q(フ レームのみ)
V2.500(ガット、力′ヾ―付)

推 奨

ra6tr L.&rr.

日本バ トミン トン協 会

自衛隊バ ドミン トン連盟

東 京 都 実 業 団 連 盟

東 京 都 中 体 連

日本 バ ド ミン トン協 会 審 査 合 格 品

なぜ .″カアル トンナイロンシヤ トルの売上げ

が増大 しつづけるのか ? その秘密は″
l.耐久力 :水鳥シヤ トルの約3.5倍

腱鳥シヤ トルの約6.0倍

2.性 能 :水鳥シヤ トル とはぼ同じ
3.価  格 :イ ンターナショナル(試合球 )

1● 200円
カアル トンクラブ(練ヨ球 )

1● 150円

巨]カ レッデナィロンシヤ トルを新らしく
カラル トンクラブと変更しました。
カアルトンクラブはカレッヂと全く周―
のものです。

キャ リーセプンはチャンピオン

か ら初心者 まで、オールラウン

ドバ ドミン トンラケ ッ ト、

カアル トンラケットに匹敵する

国産最高級品です。

あなたも一度 、使 って

み ませんか。

総発売元

メトロレジャ‐株式会社
東京都千代田区外神田 5-6-4 〒 101 電話833-366!(代 )

■

■
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日本パ ドミン トン協 会公認

本年度各選手権大会及国体使用

Y.Mミセキネ■ソト
1壼:=:=|

=.・

.

・ .・.・.・3°●●●●●

いつも安心 してプレーの出来 る

丈夫で長持のす るネットです

是非 ご指命ご愛用下 さい

ミセ キ ネ ッ ト製 作 所
埼玉県幸手町中 1丁 目 7-4
TEL 04804(2)0379

第 1回検定以来合格
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fl肛二二だ〃「
テ_パー ト シャフ ト (ク ローム モ リブデン鋼 )の弾力 を生 かした最高級 フレーム

FII・ 11幸if::11:野響攀難t菫』量攘1翻園鍮:婁澤II:藩黎哩饉鶴囲懸国■□■l

■■■

|■||
●特  長
① 素材の改良…

②特殊ナイロン

③頭部の清切り

C)目 方が軽い…

⑤ 打 球 の安 定 …

⑥ ス マ ー ト… …

ハ トロ

フ レー ムの折 れ が解消

ガ ッ トの 切 れ が完 全 に解 消

バ ラ ンス が抜 群

ス ピー デ イ な反投 力、 プ レヤ ーの ス タ ミナ維 持 に貢 献

ラケ ッ トの 中央 部 をはず れて も、打球 の飛 行 は正確 。

独特 な形状 。

大 阪 `●
、
ロコ 繊 株 式 会 社

大 阪 本 社 /大 阪 市 東 区 豊 後 町 四
■」El_(942)5816～ 3・ 3416～ 7

東京営業所 /東京都台 東区鳥越 11‐ 目 26番 l号
TEL(866)9733・ 4820

スピード・パヮーの要求に i-t>at-)v 
^r-w 
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” 30オ 以 上 女 子

1鳥 井 治 子 (兵 庫

■ 47年度中学校用教科書 (新刊 )

新 しい国語/新 しい習字/新 しい社会

新 しい数学/新 しい科学/新 しい美術

新 しい保健体育/NEW HORIZON

■中学校用副読本

新 しい体育 実技 全 1冊   150円
新 し い 生 活 各学年川 各110円
新 しい交通安全 全 1冊   80円

■小・ 中・高校用教科書の総合発行

日小・中・高校用学習教材の発行

■高専・大学用テ キ ス トの発行

■ 教 育 機 器 ・ ソ フ トの 開 発

東京都千代田区神田和泉町 1番地
〒
'01 
■03-862-411! 大代表

● 支 社 =札 幌 /仙 台 /大 阪 /福 岡
● 出 張 所 ― 函館 /名 古屋 /広 島東京書籍株式会社

2

教育の現代化 を指向する東書′



自然 との文寸言舌から
生 ?舌のゆとりが ・̈

(楽ししソ スヽ旅行は両備パスで)

6面緒|,x,
本社観光部 TEL23-2191

営 業所

岡 山72-1101
媚キ労女22-2700
り己編む72-5111

メ::モ41-4961
霞橋 44-7168
圧ユ里予3-1616

西 大寺 2-3810
ユニ `島 2-5213
津  山 2-6187

'`“ |

""―
´ 11´」
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覆孝(長 崎)8

7.弯
`埼
玉〕9

こ
`コ

~

喜代『 `栃
木)10

(宮 山
R 11:

水

λ

リ
ー
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井
崎

別
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ヽ
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,

ミ
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東

誠
江

一
淑刀

関
功

″

１

，

θ
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佐々木 彦 1守
京 ) リ

ー
‘

`=4多

孝
出
林

森
小

市
光

木
出

鈴
鎌

′[

享(栃 木

全 (埼
フに

上

司
子
(秋 I日

81
水

`ダ
リ

日」)12

阜 ),3 ③

富郎
子

三
敦
嶋
原

原   章′仕
野 博 江 議`

/   2
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ユい 〃ヽ°

理・数 科 教 科 書・問題 集・教 育書 の 啓 林 館

lll111 大阪市天王寺区大道 4の 128

】ビ】ピ福岡市白金1の 3の 18
mnl 広島市■日本町 4の 3の 10

2

東京都文京区向丘 2の 3の 10

名古屋市熱口区伝馬町 3の 4フ

札幌市南 2条西おの291の 1∞

■文部省検定済教科書 (指導書
・教授資料完備)

□小学校 用 算 数 。理科
□中学校 用 数 学 。理科
□ 高 本交 用  数学・物理・化学・生物・地学

■教科書準拠

□小学校用 算数問題集・理科ノー ト・理科ス

ラィド・ トランスペアレシー

□中学校用 数学問題集 。理科問題集

□高 校 用 数学問題集 {l「 nB)理科問題集 嵯稲 )

啓林館 の教科 」
匿
に■

。宝 来 敏 大′_ニ
篭 嘲 魂 日

‐ ~¬ 医

≧

2

ぅ失勝



選 手 名 簿

種 別

秋  田

岩  手

30 i$tx rE';J ( ,rta+!i1,6 ) w^ *e(t t)
佐 々木邦夫 (岩谷堂歳D 佐々木彦士 (千厩高 〕 永沢 和彦 (大東高 )
清水 秀裕 (山 田高 ).1

合計人数 手

L

M

L

名 (勤 務 先 D

す紫田 光子 (敬愛学問校 )

斉藤ツつ子 (千厩高 )

M

L
栃  木 12

30

M

孝子 (稲葉中 〕

森 1]

仲沢

尚文 で行出商高)

正 1専 (大宮高 )

吉野謙一郎 (戸13高 〕

小川  司 011越商高)

方|リト  晃 (今市高 )
り1崎 久雄.(鳥山高 )

斉藤

佐伯

′」ヽ休

借 (今市中 )

一之 (大谷ゴレ|ヽ )

森tli  昇 (盲学校 )

大木広己 (那須農剤

遠井 憶男 麟洒i女高)

石田 昭子 傾綱 女高)

L
宮本とょ子小松原女l● 光中

栃原 慶子 (柳瀬商〕
博実人間金子小)松村 朋子行日中央′」,埼  玉 12

30

L

30
千 葉

中村 恭治 0颯原高)柿 沼  清 σll越女高)
池尻千恵子 (茂原高 〕 木村 成子 0召和学院D 中山 正子 (本町小 〕
斉藤 うめ子 (君津中 )

111■ 康二 (蔦然中 〕 若藤  膀
阿部 一佳(我

“

LI階堂
`哺
 牧野

高騰 重夫千葉市立|⇒ 河辺 満休更津東
`つ

俊治
賃
東静(富津小 )自 井

理夫 (lβ和学10

M
関 一誠 (早大体育局)瀬 戸 孝佐業能率短大)伊藤
斉 中 大理工学

=19却
各_葵大手中鞠拍→

澄 (亀戸中 )

L

東 京 16

11

40

功刀淑江 侑 成幼稚躍D 高木杞子 (L増堂学劇)
前出耕作

`日

大醍ケ立10小泉_伸担協む離彗粉

大塚  直 (成頻高 )F池 田 昌道 (著台中 〕

本 正樹(玉川中 )'

三須徳次仲大保体課)

半Ш登志郎 (中台中 )小泉 直坦 (芝浜中 )

里見光徳 6川工業国

神奈川
M

L

=| ..:
30

40

M

富  山

30

杉H」  F-3(立野高 )近 藤勇司 (憂 IF郡教う  太田喜久男 (神僑小 )
金子正人 伴 塚学園ヨ  広瀬 直彦 (

清水 芳隆 (永見高 )正 木 史郎 (破波工高)
紙谷  幹 (上市高 〕

中嶋 二郎 (淵ケ谷′」゙

新城高 )

落合ひろ子 (柳島小 )茂 木 恒子 (柏尾小 )

ノκl■ ′」
田 恵 市教委) 子敦

`‐

, 加積 ,

石川 義成 伯 根高校)

野崎  直 (水原高 〕

不破  裕 (菖山商 i●
石  川 14 M 長谷川 進 (藤花高 )北 方  匡 (全 左 )原 栄― (津幡高 )

V

t

ヽ."′
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久保田宇作 (篠
喜異
〕

方耐塞 勝 6越谷中央中〕

40

30

L



県  名
|

合計人数 ‖し|」 選 手 名 (勤 務 先 )

和Ш 修 0口 貨聖城局  松本忠之 鶴 城北咸  村西  ― (二水高 〕
松影 昭夫 (金沢大 〕

正昭 (   )
村上 清史 (仝 左 )指 吸 俊次 (仝 左 )

亀山

山出

忠典 (金沢大 〕 ガ」」 元也 (御被中 )大 西 f申一 仔フ気的
疇 (‐激階中→

石 り||

Aヽ 9

14

M
ハ

30″
__L
0
40レ
,

福  井 4
30 山内 正孝 (勝山高 )正 津武和 (勝山精華 l→  ′J、′泉 洋美 (羽水高 )
40 畑  忠雄 (藤島高 )

厳  阜 7

′`f
河田満 (多治見市教委)上 原 章 (■島郡教委)弘   昭良 (蘇原小 )
山口義文 (多治見北「∋

，
』 天野lj田東海女子短:Ю

30 和[U 直美 (芥見小 )天 野鎖― (多治見北|→

八神

亀ォ

由一 (岩塚小 )

勇 (名古屋女商)

平松 孝孔 (港西小 〕 清水 勝正 (御園小 )

愛 知 5
M

30 田中 章喜 時 習館 1印

高綺 克彦 (磯 部小 )戸 上 臣吾 鰭 出曽中)
南

川 日

善雄 四 日市高)

晃 (長島高 )

大世占吉弘 6ヂ勢工a 出口 腱正 (松坂高 )
小川隆雄 C二重大齢′」゙

9

40 伊豆  晃 (松阪高 )興 時三之助 (吉津小 )

滋  賀

′・P

14

n

M′

L 禿 登夫息 彦 根南中)原 則朝子しあわど保育画)寺田 静子 (彦根東高)

|≧寺山 寿修根西高 yヒ村 宏一G蓼根島帥″沢  長寿σ`、日市高)
出中多喜造 (滋貨大 )40

和歌山 8
M
森   隆 晰 宮商:罰  佐藤
三上 滋樹 (小倉小 )宮 崎

光 1申 (新宮高 )

弘志 ひ1員欠浦′」゙

中西

藤原

祥味 (新宮商 〕

嘉信 (名草小 )

・
Ｌ

山本 照彦 (誉出中 〕 竹下 幸男 (清水小 )大 河内秀大 0■破4ぼD
「面I「
~薦

薫:7扇孫面「フ
「
藤裏ξ戸戻藪天雨:竃¬寿雨吾

~範
子(高倉小〕

昌子(金塚小),内海 都志 (深江小 )
北野敬四郎(向立小),中 西 義弘孤破北′」ハ 平野ガ

20

M

L `
」

30 奈良慶治良(市 小)P片岡輝明個条畷学園).宮脇 正晴僕:ノ里中ウ
島津 八郎 (湊西小 )山 本 部之 (日 吉小 〕

堕 杢 _些三 %木工∂ 辟 霧 良二 (箕面高 〕

塑 :型_董黍 1参木高 )17浅出 一雄 簾 英短ガ

鳥井 治子 0無子′」う

50

3oL

4

4

M

30

松尾益吉 C公江家政副  藤原 博詩 (波多小 ) 三島 満 征 Ш農林高)
小林  茂 G公江商:つ

M 井  裕 (三豊小 )林   道彦 (井関小 )沢 |」 恭治 (徳山工蔵

、
…
′

藤原 腱二 (紙王小 〕ハ 藤上
久保1」良昌 (逢坂小 )ハ 藤上

国門―
“
●4易衡警輔

良信(仝 左)A田部
長英酬 西小)′寺本

正俊 修 根南中〕

了恵 (山上小 )

大  阪

兵 庫

口山
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態ヽ

M

30

30

加藤洋子 御 坊商工咸  森田真理子 (湯浅小 )

40



県  名 合計人数

山  口 M 佐藤 紹― (遠石小 )

都

中島

鎗水

古川

浩吉 憚 羽工肩)

憲― (等 C15河南′」,

英幸 仁ツ河′」, lt_  三〔状 j・ _iフ
(大川高 )小 川

L

隆 (枝光中 ),保曇信豪ぐ語鳥曇薔夫卜・

白 石

村尾

照代 (

30

14福  岡

長 崎

40

1.( 香島正色菫印奇南大浦′」゙ イ公出

成井 政一 次 留米大)

克彦 G々 津中)
L

M

30

工藤勇参熊本中央女子咸 芦原撻身西合志中央′」,中村信熊本中央女子
′β浜 市教●(菊池

永野  寛 (桜山中 )(熊本島t.'. . 西田 寿

出一ψ
‐
== |

育域 オヽ

M

′
′

′
′
ヽ
ｌ

Ｚ
‘

Ｍ

．
＾

“
〕

岡  山 22

前野親二郎鹿児島工1尋 花牟礼照行 (和田小 )原 田腱二郎 (吹上高 )
吉松 昌― (南大颯高)

発敏(菊東中 )β藤井英出浙山市教委)
章夫(井原中)4加藤孝昭

「

津丼東′」,
敏明(児島小)レ小綺 勝広G敷西中)
雅史(高屋中 )

利幸 山陽字園)c大月史メ
`同

山朝日高 )

宏美 (全 左 )ι秋山 忠明 C俗社西中)

周之 (全 左 )3砲崎 正明 (県教委 )

三宅  勝 (成羽高 ) 柳本

小松  貴 価 山市教 正本

山 上

今東幸― 個 山市 ′」ヽり11

浩二(天城高),■村

毛利 清志 C」陽字図)

三木 福― (備南高 )

′j督  一 男 (足 守 中 〕

'山

本

永原 昭二 (御津中 )'砂Ц」

土井脇 隆 (総社小 )

218

小
ａ
厚
饉
ｔ
ハ
業
ル
翻
リ
ヘ
）

総計人数

V
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徳永 澄子 (丸尾中 )山 下 浩美 (福LLi中 )



過 去 の 戦 績

ヽ
…
′

ヽ_′

種    目 || 勝 位 位

第

　

一
　

回

（
東
京
）

一 般 男 子 単

一 般 男 子 複

一 般 女 子 単

一 般 女 子 複

30オ 男 子 単
30オ 男子 複
40オ 男子 単
40オ 男 子 複
混  合  複

北方

北方

安田

江川

本郷

本郷

伊藤

伊藤

小泉

河原山晴夫

岸川 礼子

沢田 昭臣‐

今丼 ~先
岸川 ネL子

節生

節生

基記

基記

伸担

匡
匡
好
静

大世古吉弘

江尻 桂三
江口  静
安田 知子
柳田 直規
柳田 直規
今丼  先

茂藤  寛

堀  隆子

平田登志郎

坂本 正樹 江口  静

第
　
一
一　
回

（
群
馬
）

一 般 男 子 単

一 般 男 子 複

一 般 女 子 単

一 般 女 子 複

30オ 男 子 単
30オ 男 子 複
40オ 男 子 単
40オ 男 子 複
50オ 男 子 単
50オ 男 子 複
混  合  複

河原山晴夫

柏原千恵子

山上 周之

今井  先

今井  先
諸田みや子

杉田  博
北方  匡
諸田みや子

諸田みや子

毛利 清志
毛利 清志
伊藤 基記
伊藤 基記
今井  先
伊沢 三郎
鈴木 祐司

鈴木 佑司
大世古吉弘

柏原千恵子

大島 信子
本郷 節生
本郷 節生
山上 周之
上田 改次
新井 為治
新井 為治
市川 元晴

片岡 輝明

永井佐賀恵

沢田 昭臣

関田 博英

岡田 三郎
永井佐賀恵

一 般 男 子 単

一 般 男 子 複

一 般 女 子 単

一 般 女 子 複

30オ 男 子 単
30オ 男 子 複
40オ 男 子 単
40オ 男 子 複
50オ 男 子 単
50オ 男 子 複
混  合  複

第
　
〓
一　
回

（
三
童
）

|

|

永井

天野

山上

山上

今井

小勝

司

博江

周之

周之

先

紀子

水井

渡部

高木

高木

毛利

毛利

伊藤

伊藤

今丼

伊沢

佐藤

司

紘一

紀子

紀子

清志

清志

基記

基記
」L

二郎

弘次

渡部 紘一
大世古吉弘

天野 博江
諸田みや子

本部 節生
本郷 節生

南  善雄

小 泉 洋子

沢田 昭臣

長谷川 衛 野呂  巽
浅田 一男

遠井 稔男 武井 祥子

清志

清志 西崎 正明
短子

藤江  稔 植松 忠裕

平田登志郎 森  短子

遠井 稔男 池間 祥子

岡村 英男 諸口みや子

毛牙」

毛利

森

岡田敬四郎

江口  静

′」ヽ泉 イ申担

河原山晴夫

武井 祥子

小泉 伸坦

岡田 三郎

酒井 明夫
北方  匡
小勝 紀子
小勝 紀子
小泉 伸坦
平田登志郎

大世古吉弘

杉田  博
池‖B]祥子
岸川 ネL子
脇坂 安隆
大窪 維典
上田 敬次

脇坂

本郷

布引

谷

今丼

今丼

国井

安隆

節生

イ疹三二

元

先

先

裕

秋 ,1

河原山晴夫

石樽 裕忠

北方

北方

天野

田

匡

匡

博江

沢田 昭臣

浅出 一雄
天野 博江

大  阪  府
三宅  勝
森田 桂示

清志

清志 西崎 正明
亮

毛利

毛刑

谷

浅出 一雄

祐司

博江

安隆

修二

基記

紀子

高木 紀子
鈴木 祐司

鈴木 祐司
伊藤 基記
伊藤 基記
伊藤 基記
Fば鳴讐'二郎

尾藤 宏治

山 県

脇坂

布引

伊藤

高木

岡

渡部

杉田

高木

木鈴
一
博

子

紘

　

紀

〆
第
　
四
　
回
（人
分
）

_般 男 子 団 体
一 般 単 子 単

一 般 男 子 複

一 般 女 子 単

一 般 女 子 複

30オ 男 子 複
30オ 男子 単
40オ 男 子 複
40オ 男 子 単
50オ 男 子 複
50オ 男 子 単
混  合  複

“
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種    目
|

.,
勝 位

田  県
1 海  道
勝

和也 大平 崚翡
和子

昌子 谷 富美子
安隆

正樹 平沢

勲

先 平田登志郎
一雄

先 浅田 ―雄
茂良 菊地 義子

秋

1ヒ

三宅

保坂

前沢

井上

脇坂

坂本

島谷

今井

浅田

今井

杉田

第
　
五
　
回

　

（
北
海
道
）

岡  山
岐  阜
杉田  博
清水 芳隆
高木 紀子
高木 紀子
鈴木 祐司
脇坂 安隆
半田登志郎

島谷  勲
佐藤 哲郎
奈良岡健三

尾藤 宏治

川田 史郎

天野 博江

鈴木 祐司

高橋 政一

佐藤

高木

哲郎

紀子

県

県

笹森  剛

前沢 和子

西崎 正明

山上 周之

北  海
大  阪

佐藤 紘一
杉田 茂良
天野 博江
永井佐賀恵

毛利 清志
毛利 清志

山上 周之
金尾 善六
今井  先
小杉 哲男
国井  裕

一人

博江

■El

府

升元

天野

第
　
一ハ
　
回

（
富
山
）

第
　
七
　
回

（
大
阪
）

一般 男 子 団 体

一般 女子 団 体

成 壮 年 団 体

一 般 男 子 単

一 般  子 複
一 般 女 子 単

一 般 女 子 複

30オ 男 子 単
30オ 男 子 複
140オ 男子 単
140オ 男 子 複
150オ 男 子 単
150オ 男 子 複
1混  合  複
一般 男 子 団 体 |

一般 女子 団 体 |

成 壮 年 団 体 |

一 漬 男 子 単 |

一 般 男 子 複

一 般 女 子 単

一 般 女 子 複

30オ 男 子 単
30オ 男 子 複
40オ 男 子単
40オ 男 子 複
50オ 男 子 単
50オ 男 子 複
混  合  複

南員

岐

東

本  県
阜  県
京  都

勇参

匡 原  栄一
紀子

紀子 天野 博江
祐司

直治 本郷 節生
清志

基記 山上 周之
基記

基記 佐藤 哲郎
英男 功刀 淑江

工藤

北方

高木

高木

鈴木

南

毛利

伊藤

伊藤

伊藤

岡村

岡  山

栃  木
ゴヒ  海

杉田  博
清水 芳隆
天野 博江
松本 昭子
北野敬四郎

毛利 清志
畑  忠雄
平田登志郎

佐藤 哲郎
江尻 桂三
渡部 紘一

県

県

道

正木  史郎

前沢 和子

西崎 正明

柳田 直規

今井

滝沢

先

順子

富  山  県
東  京  都
富  山  県

渡部 紘一
三宅  務 柳本 発敏
功刀 淑江
功刀 淑江 市古 春美
遠井 稔男
坂本 正樹 小泉 伸坦
半田登志郎

畑  忠雄 赤池 信次

片岡 輝明 古木喜代子
東

大

東

関  一誠
関  一誠
鎌田 光子
占木暮代子

南  直治
北野敬四郎

半田登志郎

青木 沼二

都

府

都

伊藤  澄

谷 富美子

宝来 敏夫

斉藤 良二

示

阪

示

熊

岐

1崎

工藤 勇参
杉出  博
高木 紀子
高木 紀子
鈴木 祐司
鈴木 佑司
毛利 清志
毛利 清志
佐藤 哲郎
今井  先
北万  匡

本

阜

山

県

県

県

山上 周文

渡部 紘一

脇坂 安隆

哲郎

光子

岡

秋

大

清水 芳隆
北方  正
天野 1専江

録田 光子
脇坂 安隆
南  直治
畑  忠雄
平田登志郎

浅田 一雄
浅田 一雄
岡村 英男

県

県

府

原  栄一

山

田

阪

本郷 節生

畑  忠雄

川個

功刀

正治

淑江

V

ヽ.′

-40-

位

一般 男 子 団 体

一般 女子 団 体

一 般 男 子 単

一 般 男 子 複

一 般 女 子 単

一 般 女 子 複

30オ 男 子 単
30オ 男子 複
40オ 男 子 単
40オ 男 子 複
50オ 男 子 単
50オ 男 子 複
混  合  複



第
　
八
　
回

（
埼
玉
）

種    目 勝 位 位

熊  本  県

岐  阜  県

|●  山  県

関  一誠

北方  匡 原  栄 一

高不 紀子

高木 紀子 天野 博江

鈴木 祐司

鈴オ 祐司 脇坂 安隆

毛利 清志

毛
'」
青志 ι上 胃之

伊藤 基記

伊藤 基記 佐藤 哲郎

大坪 弘子

清水 芳隆 硲 恵美子

一般 男 子 団 体

一般 女子 団 体

成 壮 年 団 体

一 般 男 子 単

一 般 男 子 複

一 般 女 子 単

一 般 女 子 複

30オ 男子単

30オ 男子 複

40オ 男子単

40オ 男子 複

50オ 男子 単

50オ 男子 複

30オ 女子単

混  合  複

東 京 都 A

長  崎  県

大  阪  府

工藤 勇参

三宅  勝 柳本 発敏

硲 恵美子

大島 コヨ 松本 昭子

南  直治

本郷 節生 南  直治

畑  忠雄

平日登志郎 柳田 !ξ規

佐藤 啓郎

今井  先 橘田 広国

中田  稔 鈴木 代

清水 芳隆
~~

清水 芳隆 正木

功刀 淑こ
´

硲 恵美子 永原

北野敬四郎
|

小泉 f中坦 坂本

f田豊志郎

斉藤 良三 坂田

橘田 広国

富山県・ 東京都

長崎県・ 栃木県

東京A・ 北海道

隆 三宅
1清水 芳隆
1関  一誠
1鎌田 光子
1功刀 淑江

1徳永 澄子
1北野敬四郎

正木

勝

史郎

石

富

東

笹森  岡」
佐々木 勝

平田登志郎

斉藤 良二
佐藤 光夫
浅田 一雄

瀬戸  考
徳永 繁子

市古 春美
山下 浩美
西田 寿明
西村 幸衛
黒河内敏正

山上 周之
青木 昭二
畑  忠雄
坂田 治夫

川

山

示

県

県

都

史郎

敦 r

liti

春野 良三  |」」下 浩美

|

松出

北方
克彦
直
徳水 澄子
,優井千鶴子

一般 男 子 団 体

一般 女子 団 体

成 壮 年 団 体

一 般 男 子 単

一 般 男 子 複

一 般 女 子 単

一 般 女 子 複

30オ 男 子 単

30オ 男 子 複

40オ 男 子 単

40オ 男 子 複

50オ 男 子 単

50オ 男 子 複

30オ 女子 単

混  合  複

第

九

回

岐
阜

熊  本  県

岐  阜  県

熊  .本  県

工藤 勇参

三宅  勝 柳本 発敏

高木 紀子

高木 紀子 天野 博江

鈴木 祐司

南  直治 西田 寿明

畑  忠雄

毛利 清志 山上 周之

伊藤 基記

伊藤 基記 佐藤 哲郎

鳥井 治子

清水 芳隆 飯田恵美子

岩  手  県

東  京  都

千  葉  県

杉田  博

工藤 勇参 芦原 健身

天野 博江

飯田恵美子 永原 敦子

南  直治

鈴木 祐司 脇坂 安隆

毛利 清志

平田登志郎 今丼  先

佐藤 哲郎

坂田 治夫 浅田 一雄

上原  章 天野 博江
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本陽の季節率本
あなたも夏の日の思い出を

岡山市西中山下■ TEL(イ O ② 660■

●お問合せお申込みは 最寄 りの営業所へ…
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ĺ作ってみませんか″
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会場見取図 (県体育館 )
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会場見取図 (岡 山大学体育館 )
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朋鶴雪窮勒店殊式会″

本  社 岡山市東山2丁 目3番33号 TEL(代表)⑫ 2101

⌒
″     ■

ォヽ公ノ

株式会社 』階
●

コ李こ 組

本  社 岡 山 市 絵 図 町 1-40 〒700 電話岡山 (0862)53-2111(大 代)

支   ,て
'i 
大 広    島阪 四 1可

取 籍 役 社 長  石  ‖1 辰  己
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新製品発表/ノ

カメヤの米果力~リー

おか嗜せんべい

甘納豆 天津 フライ豆

パターピーナッツ 珍味豆

代表取締役 山 口 清 三

岡山市西大寺益野 電話西大寺 2-4676

ヽ_′

亀昼食品株式会社
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いま若者が強烈に追 い求める
フイー| ング

新 ら しい世界
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こにキン イトがある。

ス ト レー トスチールシ ヤフ トの採用で

7a 'v:-.,' r t-f l{ dr
レシープに「安定性」が生まれます。
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日本バ ドミントン協会検定合格球 各全日本選手権大会指定球

上記現全価格(A価格 )に荷造運賃を10打毎に300円 を加算 し御送金下さい
●)代金後払 lヶ 月以内の場合打100円アップ(B価格)lヶ月以上400円 ア プ市価(C価格)に なります。

(1)0■ 。BRAND

バ ドミン トンの気品

CMの 風格

″ご存じ、ですか″

★我口でシヤ トルコック製法を―番

先に機械化 して水鳥シャ トルを書
及したのはCMです。
★NBIは バ ドミントン普及発展の
ために製造から直発システ ムです。
☆現金でお申込になれば卸価格でお

求め出来ます。

イ

ー

*2-l t)4 > +ttft&r* y t,5o0E .2)t,tt-711,- eEA&r* y t,3o0E

ゴール ドブルー 検定合格球  ¥L200円 'ゴール ドプラック 練 習 球  ¥ 850円

日本バトミントンインタストリ株式会社
東京都三凛市丼 ノ:14-3-7 T I L 0422(0)333,(代


